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１．はじめに１．はじめに

前中計期間では、包装機械の売上高伸長を実現したものの、目指す前中計期間では、包装機械の売上高伸長を実現したものの、目指す
企業体質強化は途上となり継続的課題です。本中計期間では、包装企業体質強化は途上となり継続的課題です。本中計期間では、包装
機械分野での成長加速と生産機械分野での売上確保による事業量機械分野での成長加速と生産機械分野での売上確保による事業量
拡大、収益性向上を図り、体質強化に向けて活動を展開します。拡大、収益性向上を図り、体質強化に向けて活動を展開します。

当社中核事業の包装機械分野では、海外事業の拡大、重点事業で当社中核事業の包装機械分野では、海外事業の拡大、重点事業で
の活動強化、新商品開発の推進、加えて外部企業との連携や産学の活動強化、新商品開発の推進、加えて外部企業との連携や産学
協同での先端技術開発も視野に入れ、より一層の成長を目指します。協同での先端技術開発も視野に入れ、より一層の成長を目指します。

一方の生産機械分野では、長期間に亘り構築した顧客からの信頼一方の生産機械分野では、長期間に亘り構築した顧客からの信頼
を維持を維持//発展させるべく、顧客ニーズの深耕を踏まえた積極的提案の発展させるべく、顧客ニーズの深耕を踏まえた積極的提案の

更なる推進に努め、引き続き安定した事業量の確保を目指します。更なる推進に努め、引き続き安定した事業量の確保を目指します。
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当社は本中期経営計画中間点の当社は本中期経営計画中間点の20192019年に創立年に創立7070周年を迎えます。周年を迎えます。

ステークホルダー各位の従前のお引き立てに深く感謝するとともに、ステークホルダー各位の従前のお引き立てに深く感謝するとともに、
“挑戦”を旗印に“挑戦”を旗印に””100100年企業”に向けて、更なる飛躍を目指します。年企業”に向けて、更なる飛躍を目指します。
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２．中長期経営指針２．中長期経営指針

①① 継続的な売上拡大と利益確保継続的な売上拡大と利益確保

②② 価値創造企業の実現価値創造企業の実現

③③ 活気ある会社への変貌活気ある会社への変貌

※※我々が目指す“価値創造企業”とは我々が目指す“価値創造企業”とは

顧客とのコミュニケーションの充実顧客とのコミュニケーションの充実//深化と難題に果敢に挑むチャレンジ精神の発揮深化と難題に果敢に挑むチャレンジ精神の発揮

により、顧客ニーズを高次レベルで具現化、社会に新たな価値を絶えず提供し続けにより、顧客ニーズを高次レベルで具現化、社会に新たな価値を絶えず提供し続け
る企業のこと。る企業のこと。
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３３．．当社を取り巻く当社を取り巻く事業環境事業環境と課題と課題

①① 国内包装機械市場国内包装機械市場
・・40004000億円を若干上回る規模億円を若干上回る規模

・緩やかな成長が持続・緩やかな成長が持続
・人手不足感から自動化設備への投資需要は堅調に推移・人手不足感から自動化設備への投資需要は堅調に推移

商品群の更なる充実、商品群の更なる充実、
成長分野における営業活動の推進成長分野における営業活動の推進

②② 海外包装機械市場海外包装機械市場
・外国機との価格・外国機との価格//機能面での競争が激化機能面での競争が激化

海外製造拠点の強化、海外製造拠点の強化、
代理店整備と現地市場に適合した機種充足による販売促進代理店整備と現地市場に適合した機種充足による販売促進
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３３．．当社を取り巻く当社を取り巻く事業環境事業環境と課題と課題

③③ 生産機械事業生産機械事業

・既存顧客の設備投資は今後も継続・既存顧客の設備投資は今後も継続
・顧客投資動向の変動による当社業績への影響が大・顧客投資動向の変動による当社業績への影響が大

既存顧客への有効提案と更なる顧客コミュニケーションの充実既存顧客への有効提案と更なる顧客コミュニケーションの充実
による新たな需要の開拓による新たな需要の開拓
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４．基本方針４．基本方針

本中計期間においては、売上拡大による安定利益の確保を主眼とし、本中計期間においては、売上拡大による安定利益の確保を主眼とし、
そのための基本方針として、以下を定めます。そのための基本方針として、以下を定めます。

①国内包装機械事業の拡大①国内包装機械事業の拡大
1) 1) 販売体制の強化と事業領域・販売領域の拡大販売体制の強化と事業領域・販売領域の拡大
2) 2) 商品企画開発の推進商品企画開発の推進
3) 3) 重点事業（ベーラー事業、粉体事業）の推進重点事業（ベーラー事業、粉体事業）の推進

②海外事業の強化推進②海外事業の強化推進
1) 1) 代理店網整備と販売チャンネル拡大による販売体制強化代理店網整備と販売チャンネル拡大による販売体制強化
2) 2) 市場要求に適合した商品企画開発の推進市場要求に適合した商品企画開発の推進
3) 3) サービス体制の強化サービス体制の強化
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４．基本方針４．基本方針

③積極的な提案営業の推進③積極的な提案営業の推進
1) 1) 顧客深耕化と顧客ニーズの咀嚼を踏まえた提案の実践顧客深耕化と顧客ニーズの咀嚼を踏まえた提案の実践
2) 2) 特定顧客を対象とした課題解決型提案の推進特定顧客を対象とした課題解決型提案の推進

④ラインシステム事業の強化推進④ラインシステム事業の強化推進
1) 1) ロボット活用技術の強化と総合ラインシステムの構築ロボット活用技術の強化と総合ラインシステムの構築
2) 2) 新規アウトソーシング先の拡充と案件処理効率化の推進新規アウトソーシング先の拡充と案件処理効率化の推進

⑤技術力の強化と製品品質の向上⑤技術力の強化と製品品質の向上
1) 1) 新技術への挑戦と保有技術の差別化推進新技術への挑戦と保有技術の差別化推進
2) 2) 最新技術動向の把握と変化への迅速な対応最新技術動向の把握と変化への迅速な対応
3) 3) 産学協同や他企業連携の推進産学協同や他企業連携の推進
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５．数値目標５．数値目標

※※１１ 当社生産機械事業の特殊性（特定顧客からの受注量変動）に鑑み、当社生産機械事業の特殊性（特定顧客からの受注量変動）に鑑み、
前中計期間（前中計期間（20152015～～20172017年度）と当中計期間（年度）と当中計期間（20182018～～20202020年度）年度）
各各33ヵ年の通算値対比としています。ヵ年の通算値対比としています。

※※２２ 20172017年度期末業績は、現時点では未確定のため、年度期末業績は、現時点では未確定のため、20182018年年11月月3030日開示日開示

の第３四半期決算時での見込数値を用いております。の第３四半期決算時での見込数値を用いております。

（百万円）（百万円）
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９００６０９純利益

１，２５０１，１２４経常利益

８３０
（3.1%）

７１８
（3.0%）

営業利益
（利益率）

２６，５００
（１８，３００）
（８，２００）

２４，０６７
（１５，７０２）
（８，３６５）

売上高
（包装機械事業）
（生産機械事業）

2018～2020年度
（通算目標値）

2015～2017年度
（通算実績見込値）



＜本資料取扱上の注意＞＜本資料取扱上の注意＞

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に前提に基づき作成しておりますが基づき作成しておりますが、実際の業績等は、実際の業績等は、、様々な要因様々な要因
により大きく異なる可能性があります。により大きく異なる可能性があります。

（問合せ窓口）（問合せ窓口）
取締役執行役員総務・経理担当取締役執行役員総務・経理担当 垣内垣内 真真
〒〒101101--00320032
東京都千代田区岩本町東京都千代田区岩本町33丁目丁目1010番番77号号 東自機ビル東自機ビル

電話：電話：0303--38663866--71717171
ＦＡＸ：ＦＡＸ：0303--38663866--76447644
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